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はじめに 

 

本教材は 

 

➢ 「建築業界にいるけど数学が苦手」 

➢ 「文系だけど建築業界に入りたい。でも数学苦手だけど大丈夫かな？」 

 

という方のために、当サイトの「数学の基礎」（http://kentiku-kouzou.jp/index-

suugaku.html）を追記・再編集したものです。 

 

大学（又は高専）で習う数学に比べて解説範囲を絞り、私が実務経験を通して必要になっ

た数学の知識のみ解説しております。解説は一般の方でも理解できるよう、分かりやすく書

くことを心掛けました。 

 

場合によっては中学・高校レベルの数学を解説しており、かなり初心者向けの数学講座で

す。「数学に全く自身が無い」という方に是非おすすめしたいと思います。 

 

なお本文中の重要用語・式などは黒太字、大切な内容の文章を赤文字で示しています。 

 

  

http://kentiku-kouzou.jp/index-suugaku.html
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第 1章 単位の基礎 

単位（たんい）とは、「ものを数値で表すとき、基準となる量」です。身近な単位に「冊、

個」などがあります。「本が 1 冊、リンゴが１個、ブドウが１房（ふさ）」のように使います。 

 

ただ普段の生活では、あまり意識しないことも多いです。リンゴもブドウも「1 つ」と言

えば通じるからです。 

 

一方、数学（建築、工学全般）の世界では許されません。長さ、面積、力など、それぞれ

に対応した「単位が必要」です。当然、建築の実務でも、数の後には必ず単位を付けます。 

 

ここでは建築の実務で使う単位の基礎について学びます。 

 

 

① 単位と量 

「その数が何を表すか？」により単位が変わります。建築でよく使う単位について説明し

ます。 

 

１ 長さ 

建築物や、建築物を構成する柱、梁、壁などの長さ（距離）の単位は 

 

mm 

cm 

m 

 

で表します。建築図面には色々な長さを明記しますが、基本的に「mm」の単位を使いま

す。建築業界では一般的なので、建築図面に書いてある長さの単位 mm は省略します。 

 

 

 

２ 面積（広さ） 

面積とは、平面的なひろがり（広さ）のことです。面積の単位は 

 

m ㎡ 

c ㎡ 

㎡ 

長 さ
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で表します。特に「㎡（へいべい、へいほうめーとる）」を使うことが多いです。上記の

単位をみて分かるように、面積の単位は「長さの単位の２乗」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 体積（かさ） 

体積とは、空間に占めるものの大きさです。体積の単位は 

 

m ㎥ 

c ㎥ 

㎥ 

 

で表します。特に「㎥（りゅうべい、りっぽうめーとる）」を使うことが多いです。上記

の単位をみて分かるように、体積の単位は「長さの単位の 3 乗」です。 
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